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岡山大学算数・数学教育学会r20周年記念大会授業研究大会l報告
20周年記念大会授耕究大会糠
1 授業公開
日 時:平成25年11月28日(木)
13:40"-'14:25(授業公開)
14:30"-'15:15(研究協議会・指導助言)
15:30"-'16:30(講演会)
場 所:岡山市立大元小学校
授業者:小林秀司1先生(大阪教育大学附属池田小学校教諭)
指導助言:横浜国立大学石田 淳一教授
単元名:r変わり方に目をつけて(第5学年)J 
対象児童:岡山市立大元小学校5年 E組児童(33名)
講演会 : r学び合いのある算数授業づくり」
横浜国立大学石田 淳一教授
参加者数:46名
詳しい指導案等は，前年度(平成25年)に発行されました岡山大学算数・数学教育学会誌「パピルス」
第20号(P81"-'82)に掲載されていますので，ご覧下さい。
授業公開では，大阪教育大学附属池田小学校教諭の小林秀訓先生が，第5学年で， r変わり方に目
をつけて」の授業を行いました。
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授業後の板書
2 研究協議会・指導助言
開会のあいさつを本学会の黒崎東洋郎会長(岡山大学大学院教授)からいただきました。研究協議会
では，司会を片山晴夫先生(津山市立喬松小学校校長)にお願いし，研究協議が進んでいきました。
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研究協議会にもたくさんの参加をいただき，活発に協議がなされました。協議では， r表の出発がrlJ
からではなく， r3Jから入って，児童の思考が進んでいくことについては，どうであっただろうか」ということ
が話題の中心となりました。最後に石田先生から今日の授業における指導助言をいただきました。
3講演会
講演会では，横浜国立大学石田淳一教授に「学び合いのある算数授業づくりJをテーマとして講演し
ていただきました。学び合いのある授業を進めてし吋ポイントや実際の授業の映像を交えて具体的なお
話を聴くことができました。(パワ一ポイントの画像は抜粋です)
閉会のあいさつを本学会の平井安久副会長(岡山大学大学院教授)にお
願いをしました。ありがとうございました。
(文責:岡山市立津島小学校園井大介)
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